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CERI 有害性評価書について 

 
化学物質は、私たちの生活に欠かせないものですが、環境中への排出などに伴い、ヒト

の健康のみならず、生態系や地球環境への有害な影響が懸念されています。有害な影響の

程度は、有害性及び暴露量を把握することにより知ることができます。暴露量の把握には、

実際にモニタリング調査を実施する他に、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の促進に関する法律  (化学物質排出把握管理促進法) に基づく化学物質の排出量情報の

活用などが考えられます。  

CERI 有害性評価書は、化学物質評価研究機構 (CERI) の責任において、原版である化学

物質有害性評価書 (http://www.safe.nite.go.jp/data/sougou/pk_list.html?table_name=hyoka) を

編集したものです。実際に化学物質を取り扱っている事業者等が、化学物質の有害性につ

いて、その全体像を把握する際に利用していただくことを目的としています。 

予想することが困難な地球環境問題や新たな問題に対処していくためには、法律による

一律の規制を課すだけでは十分な対応が期待できず、事業者自らが率先して化学物質を管

理するという考え方が既に国際的に普及しています。こうした考え方の下では、化学物質

の取り扱い事業者は、法令の遵守はもとより、法令に規定されていない事項であっても環

境影響や健康被害を未然に防止するために必要な措置を自主的に講じることが求められ、

自らが取り扱っている化学物質の有害性を正しく認識しておくことが必要になります。こ

のようなときに、CERI 有害性評価書を活用いただければと考えています。 

CERI 有害性評価書は、化学物質の有害性の全体像を把握していただく為に編集したもの

ですので、さらに詳細な情報を必要とする場合には、化学物質有害性評価書を読み進まれ

ることをお勧めいたします。また、文献一覧は原版と同じものを用意し、作成時点での重

要文献を網羅的に示していますので、独自に調査を進める場合にもお役に立つものと思い

ます。 

なお、化学物質有害性評価書は、新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO) からの委

託事業である「化学物質総合評価管理プログラム」の中の「化学物質のリスク評価および

リスク評価手法の開発プロジェクト」において作成したものです。 
 
 

財団法人化学物質評価研究機構 
                              安全性評価技術研究所 
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1．化学物質の同定情報 

 
アクリルアミド 物質名 
アクリル酸アミド、2-プロペンアミド 

化学物質排出把握管理促進法 政令号番号 1-2 
化学物質審査規制法 官報公示整理番号 2-1014 
CAS 登録番号 79-06-1 
構造式 
 

 

C C

H

H

H

C

O

N

H

H 
分子式 C3H5NO 

分子量 71.08 

 

 

2．我が国における法規制 
 

法 律 名 項  目 
化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質 
消防法 貯蔵等の届出を要する物質 
毒劇物取締法 劇物 
労働基準法 疾病化学物質 
労働安全衛生法 特定化学物質等第二類物質、名称等を表示すべき有害

物、名称等を通知すべき有害物、管理濃度 0.3 ppm 
海洋汚染防止法 有害液体物質 D 類 (含有量が 50 重量%以下のもの) 
船舶安全法 毒物類 (水溶液、固体) 
航空法 毒物 (水溶液、固体) 
 

 

3．物理化学的性状 

 
項   目 特 性 値 出   典 
外 観 無色固体 U.S.NLM:HSDB, 2003 
融 点 84.5℃ Merck, 2001 
沸 点 87℃ (0.2 kPa)、103℃ (0.7 kPa)  Merck, 2001 
引 火 点 138℃ (密閉式) IPCS, 2000 
発 火 点 240℃ NFPA, 2002 
爆 発 限 界 2.2～15.2 vol% (空気中、100℃)  IPCS, 2000 
比 重 1.122 (30℃/4℃) Merck, 2001 
蒸 気 密 度 2.46 (空気 = 1) 計算値 
蒸 気 圧 1 Pa (20℃) IPCS, 2000 
分 配 係 数 log Kow =-0.67 (測定値)、 

-0.81 (推定値) 
SRC:KowWin, 2003 

解 離 定 数 解離基なし  
土壌吸着係数 Koc = 11 (推定値)  SRC: PcKocWin, 2003 
溶 解 性 水：640 g/L (25℃) SRC: PhysProp, 2002 
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項   目 特 性 値 出   典 
メタノール：1,550、エタノール：862、
アセトン：631、酢酸エチル：126、
クロロホルム：26.6、ベンゼン：3.46 
g/L (30℃) 

Merck, 2001 

ヘンリー定数 1.01×10-4 Pa･m3/mol  (25℃、推定値) SRC:PhysProp, 2002 
換 算 係 数 
(気相、20℃) 

1 ppm = 2.955 mg/m3 
1 mg/m3 = 0.338 ppm 

計算値 

そ の 他 加熱や紫外線の影響により重合する

ことがある 
化学物質評価研究機構, 2002 

 

 

4．製造輸入量・用途情報 (表 4-1、表 4-2)  
 

表 4-1 製造・輸入量(トン) 
 1999 2000 2001 2002 2003 

製造量 76,000 76,000 73,000 73,000 73,000 
輸出量 16,000 15,000 15,000 15,500 15,500 

   出典：化学工業日報社 (2004) 

 

 

表 4-2 用途別使用量の割合 

用途 割合(%) 

紙力増強剤 60 重合 
原料 凝集剤（ポリアクリルアミド等） 30 

その他 (繊維加工剤、接着剤の性能向上用加工剤。

化粧品原料、アクリル系熱硬化性塗料の合成原料)
10 

合計 100 
出典：製品評価技術基盤機構 (2003) 

 

 

5．環境中運命  

5.1 大気中での安定性 (表 5-1) 

 

               表 5-1 対流圏大気中での反応性 
対 象 反応速度定数 (cm3/分子/秒) 濃 度 (分子/cm3) 半減期 

OH ラジカル 1.12×10-11 (25℃、推定値) 5×105～1×106 20～40 時間 
オゾン 1.75×10-18 (25℃、推定値) 7×1011  7 日 
硝酸ラジカル データなし 

     出典：SRC, AopWin Estimation Software, ver. 1.90. (反応速度定数)  

 

 

5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

アクリルアミドの加水分解半減期は 1 年以上と推定されている (SRC:HydroWin, 2003) ので、
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水環境中での加水分解反応速度は遅いと考えられる。アクリルアミドの加水分解生成物として

はアクリル酸及びアンモニアが推定される。 

 

5.2.2 生分解性 

アクリルアミドは、好気的条件下で容易に生分解され、嫌気的条件下でも生分解されると推

定される。 

 

a 好気的生分解性 (表 5-2、表 5-3) 

 
表 5-2 化学物質審査規制法に基づく生分解性試験結果 

分解率の測定法 分解率 (%) 判定結果 
生物化学的酸素消費量 (BOD) 測定 70 注) 
高速液体クロマトグラフ (HPLC) 測定 87 
全有機炭素 (TOC) 測定 83 

良分解性 

注：N の残留形態を NH3として算出 
被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L、試験期間：4 週間 
出典：通商産業省 (1975) 通商産業公報 (1975 年 8 月 27 日) 

 

 

表 5-3 その他の生分解性試験結果 

試験方法 被試験物質

濃度 試験期間 分解率 出  典 

33～50 時間馴化した微生物

を用いた試験 
不明 55～70 時間 50％ 

(半減期) 
Conway et al., 1979 

15 日間 75.9% 
(BOD) 

詳細不明 2 mg/L 

28 日間 100% 
(BOD) 

United States Testing 
Company Inc., 1991 

 

 

河川水や河口域の水を用いた生分解性試験では、アクリルアミドは底質の添加により分解速

度が速まることが示されている (Brown, et al., 1980)。 

アクリルアミドの生分解経路としては、まず脱アミノ化によりアクリル酸を生成し、更に、

脱カルボニル反応などを経由した菌体内への取り込みや二酸化炭素などへの無機化が報告され

ている (Klump et al., 1986)。 

 

b 嫌気的生分解性  

アクリルアミドの嫌気的条件下における生分解性は、試験期間 14 日間で分解率は 21～84%

との報告がある (Abelmagid and Tabatabai, 1982; Lande et al., 1979)。 
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5.3 環境水中での動態 

アクリルアミドは、水に対する溶解度が 640 g/L (25℃)、蒸気圧が 1 Pa (20℃)、ヘンリー定数

が 1.01×10-4 Pa･m3/mol と小さいので、水面から揮散して大気へ移行し難いと推定される (3 章

参照)。 

アクリルアミドは、土壌吸着係数 (Koc) の値が 11 (3 章参照) であるので、水中の懸濁物質及

び底質には吸着され難いと推定される。したがって、水系や湿性土壌から大気中への揮散の可

能性は低く、土壌等に吸着されずに水に溶解して移動するものと推定される。なお、土壌凝集

剤としての用途があリ、土壌中でモノマーを重合させてポリマーにしており、未反応の残留モ

ノマーは土壌から水系に溶出する可能性がある (4 章参照)。 

以上のこと及び 5.2 の結果より、環境水中にアクリルアミドが排出された場合は、主に生分

解により除去されると推定される。水環境中で加水分解される可能性があるが、環境からの除

去経路としては生分解と比較して主要ではないと推定される。 

 

5.4 生物濃縮性  (表 5-4) 

アクリルアミドの水生生物への濃縮性は低いと推定される。 

 

表 5-4 濃縮性試験結果 

生物種 濃度 (mg/L) 試験期間 生物濃縮係数 

(BCF) 
出典 

10 0.77 コイ 
1 

20 日 
0.26 

10 2.53 ヒメダカ 
1 

20 日 
0.31 

Fujiki et al., 1982
 
 

1.44 (全身) ニジマス 不明 72 時間 

1.65 (内臓) 

Petersen et al., 
1985 

 

 

6．環境中の生物への影響 

6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 藻類に対する毒性 (表 6-1) 

アクリルアミドの藻類に対する毒性については、淡水緑藻のセレナストラムを用いた生長阻

害試験について報告されており、生長阻害に関する 72 時間 EC50 が 33.8 mg/L、72 時間 NOEC

が 16 mg/L であった (SEPC, 1997)。 
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表 6-1 アクリルアミドの藻類に対する毒性試験結果 

生物種 試験法/ 
方式 

温度

(℃) エンドポイント 濃度 
(mg/L) 文献 

淡水 
止水 

閉鎖系 
27 IC50 生長阻害 

 
72 Spraggs et al., 

1982 
Selenastrum 
capricornutum1) 

(緑藻、ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ) OECD 201 
止水 

22.8-
23.5

72 時間 EC50 

72 時間 NOEC 
生長阻害 

 
33.8 
16 

SEPC, 1997 

1) 現学名: Pseudokirchneriella subcapitata 
閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 

 

 

6.1.2 無脊椎動物に対する毒性 (表 6-2) 

アクリルアミドの無脊椎動物に対する急性毒性については、淡水種としてオオミジンコを用

いた報告があり、48 時間 EC50 (遊泳阻害) が 98 mg/L (Krautter et al., 1986) であった。 

海産種としては、ミシッドシュリンプを用いた報告があり、96 時間 LC50 が 78 mg/L であっ

た (EG & G Bionomics, 1986)。 

長期毒性については、ミシッドシュリンプを用いた報告があり、致死を指標とした 28 日間

NOEC が 2.04 mg/L であった (Springborn Bionomics, 1985)。 

 

表 6-2 アクリルアミドの無脊椎動物に対する毒性試験結果 

生物種 大きさ/
成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃) 
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント

濃度 
(mg/L) 文献 

淡水 
Daphnia magna 
(甲殻類、 
ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 
 

生後 
24 時間

以内 

流水 20 255 8.2-
8.4

24 時間 LC50 
48 時間 LC50 
48 時間 EC50 

遊泳阻害 
48 時間 NOEC 

致死、遊泳阻害

230 
160 
98 

 
60 
(m) 

Krautter et al., 
1986 

海水 
4 日齢 ND 23-25 ND 7.7-

7.8
24 時間 LC50 
48 時間 LC50 
72 時間 LC50 
96 時間 LC50 

96 時間 NOEC 

>161 
109 
94 
78 
5.2 
(m) 

EG & G 
Bionomics, 
1986 

Americamysis 
bahia 
(甲殻類、 
ﾐｼｯﾄﾞｼｭﾘﾝﾌﾟ、 
ｱﾐ科) 

生後 
26 時間

以内 

ND 22.9- 
26.9 

塩分濃度

28-31 
8.0-
8.1 

96 時間 NOEC 
F1 世代致死 

28 日間 NOEC 
致死 

2.04 
 

2.04 
(m) 

Springborn 
Bionomics, 
1985 

ND: データなし、(m): 測定濃度 

 

 

6.1.3 魚類に対する毒性 (表 6-3) 

アクリルアミドの魚類に対する急性毒性について、96 時間 LC50 は 100～180 mg/L の範囲に

あり (Bridie et al., 1973; 1979; Krautter et al., 1986; Petersen et al., 1985; Shanker and Seth, 1986; 

Tooby et al., 1975; United States Testing Company, 1990)、そのうち最小値は、試験液中のアクリル
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アミドの平均測定濃度で示した、ブルーギルに対する 96 時間 LC50 の 100 mg/L であった 

(Krautter et al., 1986)。 

調査した範囲内では、アクリルアミドの長期毒性に関する試験報告は得られていない。 

 

表 6-3 アクリルアミドの魚類に対する毒性試験結果 

生物種 
大きさ/ 
成長段階 

試験法/ 
方式 

温度 
(℃) 

硬度 
(mg CaCO3/L)

pH エンドポイント 
濃度

(mg/L) 
文献 

淡水  
Pimephales 
promelas  
(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ) 

17 mm 
0.11 g 

流水 22±1 255 8.0-
8.3 

96 時間 LC50  120 
(m) 

Lepomis 
macrochirus 
(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ) 

21 mm 
0.23 g 

流水 22±1 255 8.1-
8.2 

96 時間 LC50 100 
(m) 

Krautter et 
al., 1986 

2-4 g 止水 12 ND ND 96 時間 LC50 162 
(m) 

Petersen et 
al., 1985 

40 mm 
1 g 

流水 12±1 255 8.0-
8.3 

96 時間 LC50 110 
(m) 

Krautter et 
al., 1986 

Oncorhynchus 
mykiss 

(ﾆｼﾞﾏｽ) 

< 50 mm 
64 日齢 

OECD 203
止水 

15±2 90 7.5-
7.7 

96 時間 LC50 180 
(n) 

United 
States 
Testing 
Company, 
1990 

Carassius 
auratus 
(ｷﾝｷﾞｮ) 

620 mm 
3.3 g 

APHA 1) 

止水 
20±1 ND 

 
7.8 

 
96 時間 LC50 
 

160 
(m) 

Bridie et al., 
1979; Bridie 
et al., 1973 

Rasbora 
heteromorpa 
(ﾊｰﾚｸｲﾝﾌｨｯｼ
ｭ、ｺｲ科) 

10-30 mm 流水 20 20 8.1 96 時間 LC50 130 
(n) 

Tooby et al., 
1975 
 

ND: データなし、(m): 測定濃度、(n): 設定濃度 
1) 米国公衆衛生協会 (the American Public Health Association) テストガイドライン 
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6.2 環境中の生物への影響 (まとめ) 

アクリルアミドの環境中の生物に対する毒性影響については、致死、遊泳阻害、生長阻害、

繁殖などを指標に検討されたデータがある。 

藻類の生長阻害試験では、セレナストラムを用いた報告があり、72 時間の EC50 が 33.8 mg/L

であった。この値は GHS 急性毒性有害性区分 III に相当し、有害性を示す。長期毒性としては

生長阻害を指標とした 72 時間 NOEC が 16 mg/L であった。 

無脊椎動物に対する急性毒性については、淡水種としてオオミジンコを用いた報告があり、

最小の 48 時間 EC50 (遊泳阻害)が 98 mg/L、海産種としては甲殻類のミシッドシュリンプを用い

た報告があり、96 時間 LC50 が 78 mg/L であった。これらの値は GHS 急性毒性有害性区分 III

に相当し、有害性を示す。長期毒性としては、ミシッドシュリンプの致死を指標とした 28 日間

NOEC が 2.04 mg/L であった。 

魚類に対する急性毒性については、96 時間 LC50 の最小値はブルーギルに対する 100 mg/L で

あった。この値は GHS 急性毒性有害性区分 III に相当し、有害性を示す。 

 

以上から、アクリルアミドの水生生物に対する急性毒性は、藻類、甲殻類及び魚類に対して

GHS急性毒性区分 IIIに相当し、有害性を示す。長期毒性についてのNOECは、藻類では 16 mg/L、

甲殻類では 2.04 mg/L である。 

得られた毒性データのうち水生生物に対する最小値は、甲殻類であるミシッドシュリンプの

致死を指標とした 28 日間 NOEC の 2.04 mg/L である。 
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7．ヒト健康への影響 

7.1 生体内運命 (図 7-1) 

アクリルアミドの暴露経路は経口、経皮､吸入であり、ヒトが服用した事例やマウスある

いはラットを用いた経口、経皮適用及び吸入暴露実験において速やかな吸収がみられてい

る。吸収されたアクリルアミドは速やかに代謝され、その代謝物は皮膚、血液、肝臓、筋肉、

脳及び脊髄等の広範囲に分布する。妊娠雌マウスにアクリルアミドを経口投与した実験で、

アクリルアミド及びその代謝物が容易に胎盤を通過し、胎児に移行することが報告されてい

る。 
アクリルアミドは、直接グルタチオン抱合あるいはシトクロムP450によるグリシドアミド

への酸化を経て、グルタチオン抱合によって解毒され、大部分が尿中に排泄される。アクリル

アミドは、ヘモグロビンをはじめ、細胞骨格に関わるたんぱく質や精子プロタミン等と特異的

に結合する。アクリルアミドの神経毒性は神経系タンパク質との結合や酵素阻害によって生じ

ることが示されている。反応性の高いエポキシドであるグリシドアミドは、ヘモグロビンや

DNAと結合し、安定な付加体を形成することが示唆されている。 
 
 

CHCH2 C NH2

O

CH2CH2

O

C NH2

O

CH2GS CONH2CH2

CONH2HOCH2CHOH CH2S CHOHAcCysN

CH2CHOHGS CONH2

CH2S CONH2AcCysN CH2

CONH2

CH2GS

CH2OH

N

CONH2

AcCys CHS

CH2OH

CONH2

ヘモグロビン付加体 ヘモグロビン付加体

DNA付加体

シトクロム P450

Hb
DNA

GSH
グルタチオン
S-トランス
フェラーゼ

GSH

N-アセチル-S-(3-アミノ-3-オキソプロピル)-
システイン

アクリルアミド

Hb

グリシドアミド

グルタチオントランスフェラーゼエポキシドハイドラターゼ

N-アセチル-S-(3-アミノ-2-ヒドロキシ-3-オキ
ソプロピル)システイン N-アセチル-S-(1-カルバモイル-2-

ヒドロキシエチル)システイン

2,3-ジヒドロキシプロピオナミド

 

           Hb:ヘモグロビン;  AcCys: アセチルシステイン 

図 7-1 アクリルアミドの代謝経路図 (出典：Austrian Department of Health and Aging , 2002) 

 

 

7.2 疫学調査及び事例 (表 7-1) 

アクリルアミドは、ヒトでの中毒症状として筋力低下、感覚異常、四肢の知覚麻痺、歩行異常

などがみられ、中枢及び末梢神経障害が認められている。症例によっては異常な疲労感、嗜眠、
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記憶障害、めまい、四肢の多汗、言語障害も認められる。肝毒性もみられる。また、アクリル

アミドは皮膚や粘膜に対する刺激性を有しており、皮膚接触によってしびれ感や落屑がみられ

る。アクリルアミドによる暴露とヒトのがんに対する疫学調査が行われているが、いずれの調

査報告でもがんによる死亡の増加はみられていない。 

 

表 7-1 アクリルアミドの疫学調査及び事例 
対象集団 

性別・人数 暴露状況 暴露量 結    果 文献 

女性 
体重: 48 kg 

経口暴露 
単回 
自殺目的で 
服用 

約 18 g 5時間後胃からは検出されなかったが、幻覚、血

圧低下、9時間後消化管出血、末梢神経障害、肝

障害、それらに起因する発作がみられた。速や

かに吸収され、各組織に分布していることが示

されている。 

Donovan 
＆ 
Pearson, 
1987 

家族 5 人 
（成人 3 人、 
児童 2 人) 
福岡県 

経口暴露 
1か月 
薬液注入工事

によるアクリ

ルアミド汚染

井戸水の摂取

中毒 

500 ppm のアクリ

ルアミドを含む

井戸水 

歩行障害、記憶障害、幻覚、言語障害、四肢の

しびれ感、手足の異常発汗、味覚異常 
森 本 ら , 
1975 

工場労働者 
25 歳男性 

経皮暴露 
6か月 

ND 手のひら、足の裏に強い刺激、過度の発汗、言

語障害、前肢運動不調和 (uncoordination of upper 
libs)、大径神経線維の消失 (loss of nerve fibers 
and enlarged axons) 

Davenport 
et al., 1976

242人中223人に対する調査 
皮膚や粘膜に対する刺激性、咳、息切れ、頭痛、

吐き気、めまい 
77人の血液サンプルからヘモグロビン付加体検

出 

Nordander 
et al., 1998

工事作業者 
242 人 
スウエーデン 

経皮暴露、吸入

暴露 
6か月 
薬液注入工事 
 
 

ND 

50人に対して6か月後再調査 
手足のチクチクした痛み、しびれ感 

Hagmer et 
al., 1998 

工場労働者 
71 人 
中国 

経皮暴露 
1-18か月 
 

0.03 mg/m3 

最大 410mg/l 
手の皮膚の落屑、手足の麻痺、手足の冷え、疲

労、眠気、筋力低下、食欲不振、 
He et al., 
1989 

工場従業員 
357 人 

吸入暴露

1955-1982年
（暴露期間不

明） 
 

暴露量不明 
8時間TWA値 
1957年以前: 

0.1-1 mg/m3 
1957-1970年: 

0.1-0.6 mg/m3 
1970年以降: 

<0.1 mg/m3 

20人死亡 
がんによる死亡の増加は認められなかった 

Sobel et al., 
1986 

工場従業員 
米国男性 
8,508 人 
3 工場 

2,148人死亡、513人追跡調査中に不明、死亡原

因不明111人 
がんによる死亡数の増加はみられなかった 

工場従業員 
オランダ男性 
346 人 
1 工場 

吸入暴露 
1925年1月1日- 
1973年1月31日
(1983年12月31
日まで追跡調

査) 
 

暴露群: 
>0.001 mg/m3/ 年
（>0.03 mg/m3/日
相当) 
非暴露群: 
<0.001 mg/m3/年

11人死亡、20人追跡調査中に不明、死亡原因 
不明2人 
がんによる死亡の増加はみられなかった 

Collins et 
al., 1989; 
Marsh et 
al., 1999 

ND: データなし 
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7.3 実験動物に対する毒性 

7.3.1 急性毒性 (表 7-2) 

経口投与での LD50 は、マウスで 107 mg/kg、ラットで 150～203 mg/kg、モルモットで 150~180 

mg/kg、ウサギで 150～180 mg/kg、経皮投与での LD50 は、ウサギで 1,148 mg/kg であった。 

主な毒性症状は振戦、後肢共同運動障害である。 

 

表 7-2 アクリルアミドの急性毒性試験結果 
 マウス ラット モルモット ウサギ 

経口LD50 (mg/kg) 107 150 – 203 150 – 180 150 – 180 
経皮LD50 (mg/kg) ND ND ND 1,148 

 ND: データなし 
出典：Fullerton and Barnes, 1966; Hashimoto et al., 1981; Keeler et al., 1975; McCollister et al., 1964; Tilson and 
Cabe, 1979 

 

 

7.3.2 刺激性及び腐食性 (表 7-3) 

アクリルアミドの刺激性に関してウサギの皮膚及び眼に適用した実験が報告されている。 

 

表 7-3 アクリルアミドの刺激性試験結果 

動物種等 試験法 
投与方法

投与期間 投与量 結    果 文献 

ウサギ 
New Zealand 
White 
3匹 

剃毛 
無傷皮膚 
半閉塞 

4時間 
投与24、48、72
時間後評価 

0.5 g 
水に浸したアクリル

アミド 

刺激性なし Mercier, 
1997a 

ウサギ 剃毛 
無傷皮膚 
半閉塞 

4時間 
投与24、48、72
時間後評価 

0.5 ml 
50％アクリルアミド

水溶液 

刺激性なし Mercier, 
1997b 

ウサギ 
6匹 

剃毛 
半閉塞 

4時間 
投与24、48、72
時間後評価 

51％アクリルアミド

水溶液 
軽度の刺激 Keeler et al., 

1975 

ウサギ 
3匹 

剃毛 
半閉塞 
腹部 

1回/1日 
10日間 
半閉塞 
24、48、72時間

適用後評価 

0.5 ml 
51％アクリルアミド

水溶液 

EUのスキームによる評価スコア

の平均値で分類 
紅斑1.4（最高2） 
浮腫1.0 

Keeler et al., 
1975 

ウサギ 
1匹 

剃毛 
 

2週間 10％アクリルアミド

水溶液 
一過性のわずかな紅斑及び浮腫 McCollister 

et al., 1964 
ウサギ 
New Zealand 
White 
3匹 

眼 単回 
24、48、72時間、

21日適用後評

価 

82 mgアクリルアミド

粉末 
EUのスキームによる評価スコア

の平均値分類 
刺激：1.0 
角膜混濁：2.0-2.3 
結膜の発赤：2.0 
結膜浮腫：1.3-2.0 
21日後消失 

Mercier, 
1997c 

ウサギ 
3匹 

眼 単回 0.1 mL 
50％アクリルアミド

水溶液 

眼刺激性あり Mercier, 
1997d 

ウサギ 
3匹 

眼 単回 0.1 mL 
50％アクリルアミド

水溶液 

眼刺激性あり Keeler et al., 
1975 
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動物種等 試験法 
投与方法

投与期間 投与量 結    果 文献 

ウサギ 眼 単回 10、40％アクリルアミ

ド 
刺激性あり（詳細不明) McCollister 

et al., 1964 

 

 

7.3.3 感作性 (表 7-4) 

モルモットを用いたマキシマイゼーション (Maximization) 法で陽性を示す報告がある。 

 

表 7-4 アクリルアミドの感作性試験結果 

動物種等 試験法 
投与方法 

投与 
期間 投与量 結    果 文献 

モルモット 
20匹/群、 
対照群10匹 

Maximization法 ND 25％アクリルアミド

水溶液 
 
感作：（50%まで局所

的、3.5%まで皮内）

陽性（動物数の40%) Allan, 1995 

モルモット Maximization法 ND 25％アクリルアミド

水溶液 
 
感作：（50%まで局所

的、3.5%まで皮内）

陽性（動物数の85%） Stockhausen, 
1995 

ND: データなし 

 

 

7.3.4 反復投与毒性 (表 7-5) 

アクリルアミドの反復投与毒性については、マウス、ラット、イヌ、サル、ネコを用いた経

口投与試験、マウス、ウサギを用いた経皮適用試験が行われており、その毒性は神経系及び雄

性生殖器にみられた。雌雄の F344 ラットにアクリルアミド 0、0.05、0.2、1、5、20 mg/kg/日を

90 日間飲水投与した試験で、1 mg/kg/日では、電顕所見として末梢神経の軸索鞘の陥入が観察

され、5 mg/kg/日では、軽度の軸索変性及び脱髄がみられ、20 mg/kg/日で、体重増加抑制、摂

水量減少、赤血球パラメーター (赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグロビン濃度) の低下、

胸腺重量減少(雌)、精巣重量減少、つま先変形 (toe curling)、後肢の虚弱 (weak hindlimbs)、共

同運動障害、末梢神経の軸索変性及び脱髄、脊髄変性、骨格筋萎縮、精巣萎縮等がみられ、主

として末梢神経及び雄性生殖器に対する障害が認められた。1 mg/kg/日の末梢組織の微小変化

は 5 mg/kg/日以上でみられた末梢神経障害と関連する変化であることから、著者らは NOAEL

を 0.2 mg/kg/日とし (Burek et al., 1980)、本評価書ではこの値を採用して NOAEL を 0.2 mg/kg/

日と判断する。 
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表 7-5 アクリルアミドの反復投与毒性試験結果 

動物種等 投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

マウス 
ddY 
雄 
5-6 週齢 
6 匹/群 

強制経口

投与 
8 週間 
2 日間/週 

0、36 mg/kg/日 36 mg/kg/日 :  
後肢虚弱、回転棒法でパフォーマンス

障害  (保持時間の減少)、精巣重量減

少、精子細胞及び精母細胞の減少、精

子数減少 

Hashimoto 
et al., 1981

ラット 
SD 
雌雄 
10 匹/群 

強制経口

投与 
7 日間 
 

0、12.5、25、
50 mg/kg/日 

12.5 mg/kg/日以上: 
活動低下、体重増加抑制、前肢・後肢

の握力低下、後肢の曲がり、腓腹神

経・脛骨神経の軸索変性 

Newton et 
al., 1992; 
Hughes et 
al., 1994 

ラット 
SD 
雌雄 
6 週齢 
10 匹/群 

強制経口

投与 
3 週間  (７日間 /
週) 
回復期間：10 日

間７日間再投与 

0、10、30 
mg/kg/日 
 (再投与：0、
10、20 mg/kg/
日) 

20 mg/kg/日: 
摂餌量減少、体重増加抑制、前肢・後

肢の握力低下、硬直、下垂症 (ptosis)、
呼吸低下 

Schulze & 
Boyson, 
1991 

ラット 
F344 
雄 
230-300g 
10 匹/群 

強制経口

投与 
4 週間 
5 日間/週 
回復期間：2 週間 

0、10、20 
mg/kg/日 

10 mg/kg/日以上: 
体重減少、体重増加抑制、後肢の伸筋

応答 (extension response) 低下 

Tilson & 
Cabe, 1979

ラット 
F344 
雄 
10 週齢 
10 匹/群 

強制経口

投与 
13 週間 
3 日間/週 
回復期間：1、5
週間 

0、5、10、20 
mg/kg/日 

 

5 mg/kg/日: 
 影響なし 
10 mg/kg/日以上 :  

体重増加抑制 
末梢神経障害 (10 mg/kg では休薬 5 週

後回復) 
20 mg/kg/日 : 

後肢の伸筋応答低下 (休薬 5 週後回

復) 
自発運動低下 (休薬 5 週後回復) 
前肢握力低下 (休薬 1 週後回復) 

Tilson et al., 
1979 
 

イヌ 
系統、性

別 
及び週齢

不明 
4 匹/群 

強制経口

投与 
 

6-7 週間 
7 日間/週 
回復期間：8 週間 

6 mg/kg/日 6 mg/kg/日： 
肺炎 (1 例)、深呼吸、迷走神経への

影響、後肢麻痺 

Hersch et 
al., 1989 
 

サル 
Macaca 
nemestrin
a 
雌 
週齢不明 
投与群：4
匹 
対照群：2
匹 

強制経口

投与 
44-61 日間 
回復期間：146 日

間 

0、10 mg/kg/日 10 mg/kg/日： 
平衡感覚低下、運動低下、後肢虚弱、

前肢振戦、ミエリン鞘及びシュワン

細胞への影響 (前肢振戦は休薬 4 週

間で回復、他の影響は休薬 2 週間で

正常に復す) 

Maurissen 
et al., 1983
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動物種等 投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

サル 
Macaca 
nemestrin
a 
雌 
週齢不明 
投与群：3
匹 
対照群：2
匹 

強制経口

投与 
6-9 週間 
5 日間/週 
回復期間 30 週 

0、10 mg/kg/日 10 mg/kg/日： 
平衡感覚低下、運動低下、後肢虚弱、

前肢振戦 (多くの影響は回復期間中

に正常に復す) 

Maurissen 
et al., 1990
 

サル 
Macaca 
nemestrin
a 
雌 
週齢不明 
投与群：3
匹 
対照群：1
匹 

強制経口

投与 
6-9 週間 
5 日間/週 
(投与群の 1 例は

投与後解剖、2 例

は 90 日間の回復

期間後に解剖) 

0、10 mg/kg/日 10 mg/kg/日： 
視力低下、後肢虚弱、歩行異常、体

重減少 

Merigan et 
al., 1982 

サル 
Macaca 
nemestrin
a 
雌 
週齢不明 
3 匹/群 

強制経口

投与 
6-10 週間 
5 日間/週 

0、10 mg/kg/日 10 mg/kg/日： 
視力低下 

 

Merigan et 
al., 1985 

サル 
Macaca 
nemestrin
a 
性別及び 
週齢不明 
投与群：7
匹 
対照群：2
匹 

強制経口

投与 
13 週間 
 

0、10 mg/kg/日 10 mg/kg/日： 
ミエリン変性に基づく末梢神経の軸索

変性、視索線維の軸索変性 
 

Eskin et 
al., 1985 

サル 
系統及び 
週齢不明 
雌 1 匹/群 
(3 mg/kg/
日のみ 2
匹) 

強制経口

投与 
1 年間 
5 日間/週 

0、0.03、0.1、
0.3、1、3、10 
mg/kg/日 

0、0.03、0.1、0.3、1 mg/kg/日: 影響なし 
3 mg/kg/日: 

一時的な膝蓋腱反射 (knee jerk) と瞳

孔反射の低下 
10 mg/kg/日： 

重度の神経障害に関する臨床症状 

McCollister 
et al., 1964
 

マウス 
BALB/c 
雌 
5 匹/群 

経口投与

（飲水） 
(250 
ppm) 

12 日間 0 、26 mg/kg/
日 投与後、44
日間の休薬期

間を経て、19
日間 20 
mg/kg/日 投与

飲水:250 ppm (26 mg/kg/日) :  
後肢伸張、回転棒法の保持時間の減

少、体重減少 (休薬期間後、回復) 

Gilbert & 
Maurissen, 
1982 

ラット 
Wistar 
雄 
8-14 週齢 
4 匹/群 

経口投与

（飲水） 
90 日間 0、52、80、125 

mg/L/日  
(0、7.5、12、
19、30 mg/kg/
日) 

7.5 mg/kg/日以上：体重増加抑制 
19 mg/kg/日以上：90 日目に回転棒法で 

パフォーマンス障害  (保持時間の減

少) 
 
臨床的所見 (投与用量記載なし) 

後肢の虚弱、伸張、引きずり、尿失禁 

Tanii & 
Hashimoto, 
1983 
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動物種等 投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

ラット 
F344 
雌雄 
6 週齢 
10 匹/群 

経口投与

（飲水） 
90 日間 
回復期間：144 日

間 

0、0.05、0.2、
1、5、20 mg/kg/
日 

0、0.05、0.2 mg/kg/日: 
 影響なし 
1 mg/kg/日 
 末梢神経の微小変化 （雄）(電顕で軸

索鞘の陥入 axolemmal invagination を確

認) 
 
5 mg/kg/日 
 末梢神経損傷 (軸索変性及び脱髄) 
 
20 mg/kg/日 

体重増加抑制、摂水量減少、胸腺重量

減少 (雌)、精巣重量減少、つま先変形、

後肢の虚弱、共同運動障害、末梢神経損

傷 (軸索変性及び脱髄)、脊髄損傷、骨格

筋萎縮、精巣萎縮、赤血球パラメーター 
(赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグ

ロビン濃度) 低下 
 
144 日の回復期間後、20 mg/kg/日でみら

れた一部の神経損傷及び精巣萎縮を除い

て回復 
NOAEL 0.2 mg/kg/日（本評価書の判断） 

Burek et 
al., 1980 

ラット 
Porton 
雌雄 
週齢不明 

経口投与

（混餌） 
48 週間 
回復期間：5-9 か

月間 
 

0、100、200、
300、400 ppm 
(0、10、20、30、
40 mg/kg/日) 

200 ppm :  
後肢の神経伝達速度低下 (6 か月間) 

400 ppm :  
後肢の神経伝達速度低下 (2 か月間) 
休薬 5-9 か月後回復 

Fullerton & 
Barnes, 
1966 

ラット 
F344/N 
雌雄 
5-6 週齢 
60 匹/群 

経口投与

（飲水） 
2年間 0、0.01、0.1、

0.5、2 mg/kg/
日 

0、0.01、0.1、0.5 mg/kg/日: 
影響なし 

雌雄 2 mg/kg/日： 
死亡数の増加、神経線維の限局性腫脹

から成る脛骨神経損傷 
NOAEL 0.5 mg/kg/日 

Johnson et 
al., 1986 
 

ネコ 
系統及び 
性別不明 
2-3 kg 
17-23 匹/
群 

経口投与

（混餌） 
16 週間 
7 日間/週 

0、15 mg/kg/日 15 mg/kg/日 
後肢歩行異常、体重減少、 

Post & 
McLeod, 
1977 
 

イヌ 
系統、性

別 
及び週齢

不明 
14 匹 

経口投与

（混餌） 
10 週間 
 

7 mg/kg/日 
(対照群なし) 

重度の後肢機能低下 
toe-folding (30 日目)、運動失調 (40 日目)、
筋肉虚弱 (50 日目)、嘔吐 (60 日目)、食

道拡張 (3 例) 

Satchell & 
McLeod, 
1981 
 

マウス 
雄 
24-30 匹/
群 

経皮適用 5 日間 0、25、75、100、
125 mg/kg/日 

いずれの群でも影響がみられていない Gutierrez-E
speleta et 
al., 1992 

ウサギ 
系統、性

別 
及び週齢

不明 
 

経皮適用 5 週間 
 (50 mg/kg) 
12 週間 
 (0、0.5、5 mg/kg) 

0、0.5、5、50 
mg/kg/日 

50 mg/kg/日:  
神経障害に関連する臨床所見あり 

Dress et al., 
1976 
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7.3.5 生殖・発生毒性 (表 7-6) 

アクリルアミドの生殖毒性については、マウス、ラットを用いた経口投与試験、発生毒性に

ついてはマウス、ラットを用いた経口投与試験、マウスを用いた腹腔内投与試験が行われた。 

雌雄の F344 ラットにアクリルアミド 0、0.5、2、5 mg/kg/日を交配前、妊娠、出産、授乳期を

通じて飲水投与した 2 世代生殖試験で、F0、F1 世代を通じて 5 mg/kg/日で着床数、胎児数、一

腹あたりの生存児数の減少等、妊娠率に影響がみられ、著者らは NOAEL を 2 mg/kg/日として

いる (Tyl, 1987) 。 

 

表 7-6 アクリルアミドの生殖・発生毒性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

生殖試験 
マウス 
ddY 
雌雄 
9-24匹/群 

経口投与

（飲水） 
4週間 
交差交配試験 
(投与群と未

投与の相手と

交配) 

雄：0、21、43、64、
85μg/mL (0、3、6、
9、12 mg/kg/日相

当) 
雌：0、85μg/mL (0、
12 mg/kg/日相当) 
 

雌雄： 
85μg/mL：神経障害 (後肢麻痺) 
雄： 
64μg/mL以上：母動物一腹あたりの

胎児数減少 
85μg/mL：受精率、出産件数の低下、

精巣重量減少、精子数減

少、精子形態異常 
雌： 
85μg/mL：母動物あたりの吸収胚の

増加 

Sakamoto & 
Hashimoto, 
1986 

マウス 
CD-1 
雄 
20匹/群 

経口投与

（飲水） 
20週間 
未投与の雌と

の交配 

0、10、20、30 ppm 
(0 、 0.7 、 2.1 、 6 
mg/kg/日相当) 

30 ppm: 
着床前後の死胚数の増加 

Bishop et al., 
1991 

マウス 
Swiss 
雌雄 
18-39匹/群 

経口投与

（飲水） 
27週間 
連続繁殖試験 
(投与群と未

投与の相手と

交配) 

0、3、10、30 ppm
（0、0.7、3、9 
mg/kg/日相当） 

F0: 
雄： 
30 ppm  

母動物あたりの生存児数減少 
 

U.S. NTP, 
1993 

ラット 
Long-Evans 
雄 
12-14週齢 
15匹/群 

強制経口

投与 
5日間 
未投与の雌と

の交配 

0、5、15、30、45、
60 mg/kg/日 

15 mg/kg/日以上: 
雌を妊娠させる能力低下 

Sublet et al., 
1989 
 

ラット 
Long-Evans 
雄 
25匹/群 

強制経口

投与 
5日間 
未投与の雌と

の交配 

0、5、15、30、45、
60 mg/kg/日 

15 mg/kg/日以上: 
体重増加抑制、体重減少、受精率

低下 
45 mg/kg/日以上: 

立毛、身づくろいの減少 
60 mg/kg/日 

嗜眠、不規則な行動、後肢麻痺 

Tyl, 1998a 

ラット 
雄 

経口投与

（飲水） 
80日間 
未投与の雌と

の交配 

0、1.5、3、6 
mg/kg/日 

6 mg/kg/日: 
着床前後の死胚数増加 

Smith et al., 
1986 
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動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
ラット 
Long-Evans 
雌雄 
雄15匹/群 

経口投与

（飲水） 
雌：交配前 2
週間、妊娠、

出産、授乳期 
雄：交配前10
週間 
 

雄：0、50、100、
200 ppm 
雌：0、25、50、100
ppm 
 
(雄：0、4、8、10
mg/kg/日相当) 
雌：0、5、10、15
mg/kg/日相当) 

雄： 
100 ppm： 

後肢麻痺 (8週目から)、精子数減

少、未投与の雌との交配による妊

よう性低下 (33％、対照群79％)及
び着床後の死胚数の増加 

200 ppm： 
死亡1例 
重度の神経障害 (後肢麻痺) (5-6週
で屠殺)、体重減少、摂水量減少 

 
雌： 
50 ppm 

体重増加抑制 
F1の出生時体重減少、体重増加抑

制 
100 ppm 

体重減少、後肢麻痺 
F1の出生時体重減少、体重増加抑

制、発達遅延 (膣開口日遅延) 

Zenick et al., 
1986 

ラット 
F344 
雌雄 
30匹/群 
 

経口投与

（飲水） 
雌雄交配前10
週間 
妊娠、出産、

授乳期間 

0、0.5、2、5 
mg/kg/日 

F0： 
投与群の雌雄：体重増加抑制 

5 mg/kg/日 
雌雄：後肢麻痺 
雄：斜頸 
雌：胎児数減少、母動物あたり着

床数減少、一腹あたり生存児減少 
NOAEL 2 mg/kg/日 
F1 
雄： 
2 mg/kg/日以上： 

体重減少、体重増加抑制 
5 mg/kg/日： 

斜頸、坐骨及び脛骨神経線維の軸

索変性 
 
雌： 
2 mg/kg/日以上： 

体重減少、体重増加抑制 
5 mg/kg/日： 

着床数低下、生存児数減少、F2 の

体重減少 

Tyl, 1987 
 

発生毒性 
マウス 
Swiss 
雌 
30匹/群 

強制経口

投与 
妊娠6-17日目 0、3、15、45 

mg/kg/日 
45 mg/kg/日 

母動物の体重増加抑制及び後肢伸

展、胎児体重減少及び過剰肋骨の

発現率の増加 

Field et al., 
1990 
 

マウス 
雌 

腹腔内投

与 
妊娠 10 日 -12
日目 

75 mg/kg/日 着床後の死胚数増加、胎児体重減少 Neuhauser-K
laus & 
Schmahl, 
1989 

ラット 
SD 
雌 

強制経口

投与 
妊娠6-20日目 0 、 2.5 、 7.5 、 15

mg/kg/日 
 

7.5 mg/kg/日以上 
母動物の体重増加抑制 

Field et al., 
1990 
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動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
ラット 
SD 
雌 
12匹/群 

強制経口

投与 
妊娠6-授乳10
日目 

0、5、10、15、20
mg/kg/日 

F0： 
10 mg/kg/日以上: 

体重増加抑制、神経障害 
生存児数減少、体重減少 

F1： 
20 mg/kg/日: 

生後児動物の死亡 

Wise et al., 
1995 
 

ラット 
Porton 
雌 

経口投与

（混餌） 
妊娠1-20日目 0、200、400ppm 

 (0、15、30  
mg/kg/日相当) 

200 ppm以上： 
母動物の体重増加抑制及び神経障

害の臨床的症状 

Edwards, 
1976 
 

 

 

7.3.6 遺伝毒性 (表 7-7) 

アクリルアミドの遺伝毒性については、in vitroの試験系ではネズミチフス菌を用いた復帰突然

変異試験で陰性であったが、染色体異常、遺伝子突然変異試験、姉妹染色分体交換など多くの

試験において、若干例を除き陽性を示した。また、in vivoの試験系では、ラットの優性致死試

験、マウスの骨髄細胞や生殖細胞を用いる染色体異常試験及び小核試験など多くの試験で陽性

あるいは弱陽性を示した。よって、アクリルアミドは遺伝毒性を有すると判断する。 

 

表 7-7 アクリルアミドの遺伝毒性試験結果 
用量 結果 

試験系 試験材料 処理条件
最低  最高 －S9  ＋S9 

文献 

ネズミチフス菌 
TA97、TA98、TA100、
TA1535 

プレインキ

ュベーショ

ン法 

100-100,000 
μg/plate 

－     － Zeiger et al., 
1987 

ネズミチフス菌 
TA98、TA100、TA102、
TA1535、TA1537 

プレインキ

ュベーショ

ン法 

1,000-100,000 
μg/plate 

－     － Knaap et al., 
1988 

復帰突然変異

試験 

ネズミチフス菌 
TA98、TA100、TA1535、
TA1537 

プレインキ

ュベーショ

ン法 

500-5,000 
μg/plate 

－     － Tsuda et al., 
1993 

突然変異試験 大腸菌 
WP2 urvA- 

ND 0.5-50 mg/plate －     － Tsuda et al., 
1993 

マウスリンフォーマ細胞 
L5178Y (TK, HPRT 座) 

ND 0.5-7.5 mg/mL 
 

±     ± Knaap et al., 
1988 

0-850μg/mL ＋     ND Moore et al., 
1987 

マウスリン 
フォーマ試験 
 

マウスリンフォーマ細胞 
L5178Y (TK) 

ND 

10 ｍM ＋     ND Barftnecht et 
al., 1988 

CHO 細胞 1) (HPRT) ND 38-900μg/mL ±     ± Godek et al., 
1982 

CHO 細胞 1) (HPRT) ND 1,500μg/mL －     － Godek et al., 
1984 

変異原性試験 
(HGPRT 試験) 
前進突然変異 

チャイニーズハムスター

V79H3 細胞 (HPRT) 
ND 0-500μg/mL －     ND Tsuda et al., 

1993 

チャイニーズハムスター

V79 細胞 
ND 0-3,000μg/mL 

 
＋     ＋ Knaap et al., 

1988 

in 
vitro 

染色体異常 
試験 

チャイニーズハムスター

V79H3 細胞 
ND 0-355μg/mL 

 
＋     ND Tsuda et al., 

1993 
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用量 結果 
試験系 試験材料 処理条件

最低  最高 －S9  ＋S9 
文献 

マウスリンフォーマ 
細胞 

ND > 750μg/mL 
 

＋     ＋ Moore et al., 
1987 

DNA アルキル

化 
子牛胸腺 DNA ND ND (+)    ND Solomon et 

al., 1985 

rec アッセイ (胞子法) ND 1-50 mg/disk ＋ Tsuda et al., 
1993 

DNA 損傷 

神経細胞菌株 ND ND ＋ Benn & 
Thomas, 
1997 

ラット初代肝細胞 ND 0-3.55 mg/mL －     ND Miller & 
McQueen, 
1986 

ラット初代肝細胞 ND 0-100 mg/mL ±     ND Naismith & 
Matthews, 
1982 

ラット初代肝細胞 ND 0-71μg/mL －    ND Butterworth 
et al., 1992 

不定期 DNA 
合成試験 

ヒト乳房上皮細胞 ND 0-710μg/mL ＋     ND Butterworth 
et al., 1992 

DNA 修復試験 ラット初代肝細胞 ND 0.7-710μg/mL     －     ND Miller & 
McQueen, 
1986 

チャイニーズハムスター

V79H3 細胞 
ND 0-213μg/mL 

 
(＋)   ND Tsuda et al., 

1993 

チャイニーズハムスター

V79 細胞 
ND 0-1,000μg/mL 

 
(＋)  (＋) Knaap et al., 

1988 

姉妹染色分体

交換試験 

CHO 細胞 1) ND 0-500μg/mL －     － Sorg et al., 
1982a 

紡錘体影響 
試験 

チャイニーズハムスター

V79 細胞 
ND 0.01-1 mg/mL 

 
＋     ND Adler et al., 

1993; 
Sickles et 
al., 1995 

細胞形質転換

試験 
マウス BALB/3T3 ND 10-300μg/mL  ±    ± Dearfield et 

al., 1995 
フラクチュエ

ーション試験  
肺炎桿菌 ND 1-10 mg/mL －     ND Knaap et al., 

1988 
受動形質転換

試験 
(Transfection 
assay) 

大腸菌 
CR63 

ND 10μg ＋     ND Vasavada & 
Padayatty, 
1981 

DNA 応答試験 チャイニーズハムスター

CO60 細胞 
ND 0-150μg/mL  － Vanhorick & 

Moens, 1983

伴性劣性致死

試験 
ショウジョウバエ 
生殖細胞 

腹部注射

経口投与

（混餌）

2.8-3.5 mg/mL 
17.5-355μg/mL 

－ 
＋ 

Knaap et al., 
1988 

ラット (雄) 
 

経口投与

（飲水）

 

0-6 mg/kg 
 

＋ Smith et al., 
1986 

マウス (雄) 経口投与

（飲水）

0、3、10、30 ppm
（0、0.7、3、9 
mg/kg/日相当） 

＋ U.S. NTP, 
1993 

ラット (雄) 経口投与 0-100 mg/kg/日 
×5 

＋ Tyl, 1987 

 in 
vivo 

優性致死試験 

マウス (雄) 経皮投与 0-125 mg/kg/日 
×5 

＋ Gutierrez-Es
peleta, 1992



 

 
http://www.cerij.or.jp 

19

用量 結果 
試験系 試験材料 処理条件

最低  最高 －S9  ＋S9 
文献 

マウススポッ

トテスト  
マウス(雌) 
体細胞 

経口投与

（混餌）

0-75 mg/kg ＋ Neuhauser- 
Klaus & 
Schmahl, 
1989 

特定座位試験 マウス (雄) 
生殖細胞 

腹腔内投

与 
0-125 mg/kg×1 
50 mg/kg×5 

＋ Ehling & 
Neuhauser- 
Klaus, 1992; 
Russell et 
al., 1991 

マウス (雄) 
骨髄細胞 
 

腹腔内投

与 
 

0-100 mg/kg×1 
 

＋ 
 

Cihak & 
Vontorkova, 
1988; 
Kligerman et 
al., 1991 

マウス (雄) 
骨髄細胞 

腹腔内投

与 
0-150 mg/kg ＋ Adler et al., 

1988 

マウス (雄) 
骨髄細胞 

経口投与

（混餌）

60 mg/kg 
1、2、3 週間 

(＋) Shiraishi, 
1978 

マウス (雄) 
体細胞、生殖細胞 

腹腔内投

与 
0-125 mg/kg×1 － Backer et 

al., 1989 

マウス (雄) 
生殖細胞 

腹腔内投

与 
100 mg/kg×1 
100 mg/kg×1 

＋ 
－ 

Adler, 1990 

マウス (雄) 
生殖細胞 

腹腔内投

与 
150 mg/kg×1 ＋ Valdivia et 

al., 1989 

マウス (雄) 
生殖細胞 

腹腔内投

与 
0-125 mg/kg×1 
50 mg/kg×5 

＋ Pacchierotti 
et al., 1994 

マウス (雄) 
生殖細胞 

経口投与

（混餌）

 
腹腔内投

与 

60 mg/kg、1、2、
3 週間 
0-100 mg/kg×1 

＋ Shiraishi, 
1978 

染色体異常 
試験 

ラット (雄) 
生殖細胞 

経口投与

（飲水）

0-6 mg/kg、80 日 － Smith et al., 
1986 

マウス (雄/雌) 
骨髄細胞、脾臓細胞、末

梢赤血球 

腹腔内投

与 
150 mg/kg×1 ＋ Dearfield et 

al., 1995 

マウス (雄、雌) 
骨髄細胞 

経口投与

（混餌）

75 mg/kg×1 － Sorg et al., 
1982b 

ラット (雄) 
生殖細胞 

腹腔内投

与 
10-100 mg/kg×1 
50 mg/kg×4 

＋ Russo et al., 
1994; 
Collins et 
al., 1981 

小核試験 

ラット (雄) 
生殖細胞 

腹腔内投

与 
0-100 mg/kg×1 
50 mg/kg×4 

＋ Xiao & 
Tates, 1994; 
Lahdetie et 
al., 1994 

遺伝的転座 
試験 

マウス 
生殖細胞 

混餌及び

皮下 
0-100 mg/kg×1 
40-50 mg/kg×5 

＋ Shelby et al., 
1987; Adler 
et al., 1994 

姉妹染色分体

交換試験 
マウス (雄) 腹腔内投

与 
50、125 mg/kg 
    ×1 

 

＋  Russo et al., 
1994; 
Backer et 
al., 1989 

DNA アルキル

化試験 
マウス(BALB/c) 
ラット (SD) 

腹腔内投

与 
50 mg/kg×1 
46 mg/kg×1 

＋ Sega et al., 
1990 
Segerback et 
al., 1995 



 

 
http://www.cerij.or.jp 

20

用量 結果 
試験系 試験材料 処理条件

最低  最高 －S9  ＋S9 
文献 

DNA 損傷試験 
 

マウス 
生殖細胞アルカリ溶出法

腹腔内投

与 
0-100 mg/kg ＋ Sega & 

Generoso, 
1990 

ラット F-344 (雄) 
肝細胞 
精母細胞 

経口投与 0-100 mg/kg － 
＋ 

Butterworth 
et al., 1992 

不定期 DNA 
合成試験 

マウス (雄) 
肝細胞 
精母細胞 

腹腔内投

与 
0-125 mg/kg 

×1、×5 
－ 
＋ 

Sega et al., 
1990 

トランスジェ

ニックマウス

を用いた遺伝

毒性試験 

LacZ 変異系 
体細胞、生殖細胞 

腹腔内投

与 
50 mg/kg ± Hoorn et al., 

1993; Myhr, 
1991; Murti 
et al., 1994 

 

体細胞変異/ 
組み換え試験 

ショウジョウバエ 腹腔内投

与 
経口投与

（混餌）

30-105μg/kg (＋) Dearfield et 
al., 1995 

＋: 陽性、－: 陰性、(＋): 弱い陽性、±: 判断できない、ND: データなし 
1) CHO 細胞: チャイニーズハムスター卵巣細胞 
 

 

7.3.7 発がん性 (表 7-8、表 7-9) 

アクリルアミドの実験動物に対する発がん性については、マウス、ラットで経口投与試験、

マウスで腹腔内投与試験、経皮適用試験が行われており、ラットを用いた試験では、種々の腫

瘍の発生頻度の増加が認められ、またマウスの皮膚二段階発がんモデル系でもイニシエーショ

ン作用を有することが示されていることから、ヒトに対して発がん性を示す可能性が高い。 

 

IARC は、アクリルアミドをグループ 2A (ヒトに対して恐らく発がん性がある物質) に分類し

ている。 

 

表 7-8 アクリルアミドの発がん性試験結果 

動物種等 投与 
方法 

投与 
期間 投与量 結    果 文献 

mg/kg/日 
0 0.01 0.1 0.5 2.0 

雄： 
精巣中皮腫 
甲状腺ろ胞細胞腺腫

 
3/60 
1/60 

 
0/60
0/58

 
7/60
2/59

 
11/60* 
1/59 

 
10/60*
7/59* 

ラット 
F344/N 
雌雄 

5-6 週齢 
90 匹/群 

強制 
経口 

103
週間 

0、0.01、
0.1、0.5、
2.0 
mg/kg/日 

雌： 
乳腺腫瘍 
中枢神経系腫瘍 
甲状腺ろ胞細胞腺腫/
腺がん 
口腔乳頭腫 
子宮腺がん 
陰核腺腺腫 

 
10/60
10/60
0/58 
1/58 
0/60 
1/60 
0/2 

 
11/60
11/60
0/59 
0/59 
3/60 
2/60 
11/3 

 
9/60
9/60

1/59 
0/59
2/60
1/60

3/4 

 
19/58 
19/58 
1/58 
0/58 
1/60 
0/59 
2/4 

 
23/61*
23/61*
3/60 
3/60 
7/61* 
5/60 
5/5* 

Johnson 
et al., 
1984, 
1986 

mg/kg/日 ラット 
F344/N 

強制 
経口 

103
週間 

雄：0、0.1、
0.5、2.0 

 
 0 0.1 0.5 2.0 

Friedman 
et al., 
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動物種等 投与 
方法 

投与 
期間 投与量 結    果 文献 

雄： 
精巣中皮腫 
甲状腺ろ胞細胞腺腫

 
8/204
3/204

 
9/204
9/204

 
8/102 
5/101 

 
13/75* 
12/75* 

mg/kg/日  
0 1.0 3.0 

雌雄 
6 週齢 
雄：

75-204
匹/群 
雌：

50-100
匹/群 

mg/kg/日 
雌：0、1.0、
3.0 
mg/kg/日 

雌： 
乳腺線維腺腫 
甲状腺ろ胞細胞腺腫

 
9/96 

0/100 

 
20/94* 
7/100* 

 
26/95* 

16/100* 

1995 

マウス
A/J 
雌雄 

8 週齢 
40 匹/群 

強制

経口 
0、6.25、12.5、 
25 mg/kg 
 
8 週間、週 3 回 
投与 7 か月後屠殺 

肺腺腫が発生した動物数と一匹あたりの肺腺腫数の増加に用

量依存性あり 

マウス
A/J 
雌雄 

8 週齢 
16 匹/群 

腹腔

内 
0、1、3、10、30、
60 mg/kg 
 
8 週間、週 3 回 
投与 6 週間後屠殺 
（60 mg/kg 群は死

亡数が多いため試

験中止） 

肺腺腫が発生した動物数と一匹あたりの肺腺腫数の増加に用

量依存性あり 

Bull et 
al., 1984a

アクリルアミド（mg/kg） TPA（μg） 扁平上皮がん 
0 1 0/34 

75 1 2/35 
150 1 7/33 
300 1 6/38 

経口 

300 0 0/17 
アクリルアミド（mg/kg） TPA（μg） 扁平上皮がん 

0 1 0/35 
75 1 2/38 

150 1 4/36 
300 1 4/35 

経皮 

300 0 0/17 
アクリルアミド（mg/kg） TPA（μg） 扁平上皮がん 

0 1 0/36 
75 1 1/38 

150 1 2/35 
300 1 3/34 

マウス 
Sencar 
雌 

各 40 匹 
 

腹腔

内 
 

アクリルアミド 0、
75、150、300 mg/kg
を 2 週間で 6 回に

分けて投与、引き

続きTPA 1μgを背

部皮膚へ 3 回/週で

20 週間塗布 

300 0 0/20 

Bull et 
al., 1984a

アクリルアミド（mg/kg） TPA（μg） 皮膚腫瘍 扁平上皮

がん 
0 2.5 0/40 0/40 

75 2.5 4/40 1/40 
150 2.5 4/40 3/40 
300 2.5 13/40 4/40** 
300 0 10/40 1/40 
01) 2.5 4/40 3/40 

マウス 
ICR 
雌 

各 40 匹 
 

経口 
 

アクリルアミド 0、
75、150、300 mg/kg
を 2 週間で 6 回に

分けて投与、引き

続き TPA 2.5μg を

背部皮膚へ 3 回/週
で 20 週間塗布 

皮膚腫瘍発生率が用量に依存して増加。 
イニシエーション作用あり。 

Bull et 
al., 1984b

* 統計学的に有意差あり 

 

 

表 7-9 国際機関等でのアクリルアミドの発がん性評価 
機関/出典 分 類 分 類 基 準 

IARC (2005) グループ 2A ヒトに対しておそらく発がん性がある物質。 
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ACGIH (2005) A3 ヒトヘの関連性は不明であるが、実験動物で発がん性

が確認された物質。 
日 本 産 業 衛 生 学 会 
(2005) 

第 2 群 A 人間に対しおそらく発がん性があると考えられる物質

である。証拠がより十分な物質。 

U.S. EPA (2005) グループ B2 
動物での発がん性の十分な証拠があり、かつ、疫学研

究から不十分な証拠、またはデータがない物質。 

U.S. NTP (2005) R 合理的にヒトに対して発がん性があることが予想され

る物質。 

 

 

7.4 ヒト健康への影響 (まとめ) 

アクリルアミドは主に経口、経皮、吸入によって速やかに吸収される。吸収されたアクリル

アミドは速やかに代謝され、その代謝物は皮膚、血液、肝臓、筋肉、脳及び脊髄等の広範囲

に分布する。アクリルアミド及びその代謝物は容易に胎盤を通過し、胎児に移行する。アク

リルアミドは、直接グルタチオン抱合あるいはシトクロムP450によるグリシドアミドへの酸

化的代謝を経て、グルタチオン抱合によって解毒され、主に尿中に排泄される。アクリルアミ

ドは、ヘモグロビンをはじめ、細胞骨格に関わるタンパク質等と特異的に結合するが、アクリ

ルアミドの神経毒性は神経系タンパク質との結合や酵素阻害によって生じることが示されてい

る。グリシドアミドは、反応性の高いエポキシドであり、ヘモグロビンやDNAと結合し、

安定な付加体を形成することが示唆されている。 

アクリルアミドは、ヒトでの中毒症状として筋力低下、感覚異常、四肢の知覚麻痺、歩行異常

などがみられ、中枢及び末梢神経障害が認められている。肝毒性もみられる。また、アクリル

アミドは皮膚や粘膜に対する刺激性を有しており、皮膚接触によってしびれ感や落屑がみられ

る。アクリルアミドによるヒトのがんに対する疫学調査では、いずれの調査報告でもがんによ

る死亡の増加はみられていない。 

アクリルアミドの実験動物への急性毒性は経口投与での LD50 は、マウスで 107 mg/kg、ラッ

トで 150～203 mg/k g、モルモットで 150~180 mg/kg、ウサギで 150～180 mg/kg、経皮投与での

LD50 は、ウサギで 1,148 mg/kg である。主な毒性症状は振戦、後肢共同運動障害である。 

アクリルアミドの刺激性に関してウサギの皮膚及び眼に適用した実験が報告されている。 

アクリルアミドの感作性については、モルモットを用いたマキシマイゼーション 

(Maximization) 法で陽性を示す報告がある。 

アクリルアミドの反復投与毒性試験では、主要な毒性変化は神経系及び雄性生殖器にみられ、

経口投与による NOAEL は、ラットを用いた 90 日間経口投与試験の末梢神経への微小変化を指

標とした 0.2 mg/kg/日である。 

生殖毒性については、アクリルアミドはマウス及びラットの雄性生殖器に対する毒性を有し

ており、未投与の雌と交配により妊よう性の低下がみられている。アクリルアミドの生殖発生

毒性の NOAEL は、ラットを用いた 2 世代試験の結果をもとに 2 mg/kg/日である。 

ヒトでは暴露と発がんの関連性を示唆する報告はない。 

遺伝毒性については、アクリルアミドは、in vitroの試験系ではネズミチフス菌を用いた復帰

突然変異試験で陰性であったが、染色体異常、遺伝子突然変異試験、姉妹染色分体交換など多
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くの試験において、若干例を除き陽性を示した。また、in vivoの試験系では、ラットの優性致

死試験、マウスの骨髄細胞や生殖細胞を用いる染色体異常試験及び小核試験など多くの試験で

陽性あるいは弱陽性を示したことから、アクリルアミドは遺伝毒性を有すると判断する。 

発がん性については、ラットでの発がん性試験において中枢神経系腫瘍をはじめ、種々の腫

瘍の発生頻度の増加が認められている。さらにマウスによる皮膚二段階発がんモデル系におい

てもイニシエーション作用を有することが示されているため、ヒトで発がん性を示す可能性が

高いと考えられる。IARC は、アクリルアミドをグループ 2A (ヒトに対して恐らく発がん性が

ある物質) に分類している。 
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